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〈編集後記〉 
本号は二つのものから成っている。最初は、「国家の教育政策と私的価値領域および自由の問
題」というテーマで開催された公開研究会の記録である。その内容は、広瀬裕子著『イギリス
の性教育政策史：自由化の影と国家「介入」』の合評会として行われ、そこでのキーワードは学
校、国家、宗教、セクシュアリティである。本著作については、すでに８本の書評があるが、
その中でも、本学社会科学研究所『社会科学年報』に執筆した荒井英治郎氏と同じく本学法学
研究所『所報』に執筆した榎透氏による報告とコメントから始まっている。 
直接的な題材は、イギリス保守党政権における性教育の義務必修化をめぐる政策過程であり、
その契機となったものはイギリス社会における、10 代の望まない妊娠という社会問題である。
論点は多岐にわたるが、公権力による私的な価値領域への介入に関して、公私一元論と公私二
元論との位置づけの相違、想定される人間像として、強い個人と弱い個人の両者の評価、これ
らが成熟近代の問題点として取り上げられている。 
以上の内容を概観して感じたことは、日本の場合には長らく「滅私奉公」が強調される中で
「弱い個人」が意識的に作り出されてきたのではないだろうかということである。 
次の論考は、日本における官営八幡製鉄所設立の経緯における、中国湖北省大冶市の大冶鉄
山の鉄鉱を日本へ供給する件を取り扱っている。なお、本論考は編集上の理由で分割している
後編である。前編（専修大学社会科学研究所『社会科学年報』第 46 号、2012 年所収）と合わ
せてお読みいただきたい。 
前編の冒頭で、山田盛太郎著『日本資本主義分析』における本テーマの位置づけが紹介され
ている。すなわち、「戦前日本資本主義」における「半封建的日本資本主義」の特質の一端を示
すものであると。そして、普通先進国では、まず紡績業が発展し、その後で機械生産が続く過
程を歩むのに反し、後進国日本では、真先に「軍工廠」が創設され、後になって紡績業・製糸
業の模範工場が形成されてくるということが強調される。 
全体として、「国家資本＝八幡製鉄所」の設立への道のりは簡単なものではなかったことが記
され、最後は以下のように結ばれている。「日清・日露両戦争から、満州事変・日中戦争・アジ
ア太平洋戦争へと大略 10 年毎に「産業循環が戦争循環」と絡み合い、最後の段階で初めて、日
本資本主義の生産構造が第Ⅰ部門の優越を示し、始めて戦争を必要としなくなった歴史的意義
をも十二分に確認しておかねばならない。」 
まさに、「鉄は国家なり」という言葉が改めて想起されるところである。 （T.F.） 
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